
（
一
、
一
一
）

『
明
月
記
』
は
鎌
倉
時
代
の
著
名
な
歌
人
藤
原
定
家
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
書
い
た
日
記
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
い
く
ら
か
は
散
逸
し
た
が
、
大

部
分
は
定
家
の
後
喬
で
あ
る
京
都
の
冷
泉
家
に
保
管
さ
れ
、
我
灸
は
す
で
に
印
行
さ
れ
て
い
る
本
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
二
）

前
報
で
は
定
家
の
父
俊
成
と
定
家
自
身
と
息
子
為
家
の
瘡
（
マ
ラ
リ
ア
）
の
症
状
を
中
心
と
し
て
論
述
し
た
。
し
か
し
、
定
家
は
『
明
月

記
』
に
お
い
て
そ
れ
以
外
の
人
食
の
瘻
の
症
状
に
つ
い
て
も
見
聞
す
る
ま
ま
に
記
載
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
他
の
残
さ
れ
た
問
題
も
あ
る
の

で
、
こ
こ
に
前
報
の
足
ら
ざ
る
を
補
い
論
考
を
追
加
し
、
諸
賢
の
御
批
判
を
俟
ち
た
い
と
思
う
。

、
、

、
、

な
お
、
前
報
に
お
い
て
為
家
の
長
男
を
為
家
と
誤
記
し
た
が
、
為
氏
が
正
し
い
。
な
お
さ
ら
に
つ
け
加
え
れ
ば
、
為
家
の
後
妻
、
阿
仏
尼
の

生
ん
だ
子
為
相
が
冷
泉
家
の
祖
で
あ
る
。

前
報
で
は
あ
ま
り
書
か
な
か
っ
た
が
、
定
家
は
『
明
月
記
』
に
お
い
て
自
身
の
咳
嗽
の
こ
と
を
非
常
に
屡
々
書
い
て
い
る
。
終
生
に
わ
た
っ

て
そ
れ
は
続
い
て
い
る
。
『
明
月
記
』
を
通
読
す
れ
ば
誰
で
も
気
が
つ
く
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
国
文
学
者
の
石
田
吉
貞
氏
は
『
藤
原
定
家
の

（
四
）
（
五
）

研
究
』
に
お
い
て
、
こ
れ
は
結
核
性
気
管
支
炎
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
述
べ
た
が
、
服
部
敏
良
氏
は
そ
れ
を
否
定
し
、
持
病
と
し
て
気
管

は
じ
め
に

一
藤
原
定
家
の
慢
性
咳
嗽

『
明
月
記
』
に
お
け
る
瘡
疾
の
検
討
（
続
報
）

繩
碑
罐
等
諄
錐
建
罐
灌
一
軸
捲
鐸
窄
需
昭
和
六
十
二
年
九
月
十
四
日
受
付

中

村

昭
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（
五
）

服
部
氏
は
『
明
月
記
」
に
屡
を
書
か
れ
て
い
る
心
神
悩
乱
と
い
う
よ
う
な
表
現
に
呼
吸
困
難
と
い
う
こ
と
を
含
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
と
述
べ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
少
し
無
理
と
思
わ
れ
る
。
瘡
疾
（
マ
ラ
リ
ア
）
は
実
際
に
心
神
悩
乱
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
そ
の
通
り
に
定
家
は
書
い

た
の
だ
と
私
は
思
う
。
慢
性
咳
嗽
は
要
す
る
に
慢
性
気
管
支
炎
な
の
だ
が
、
マ
ラ
リ
ア
で
は
気
管
支
炎
に
よ
る
咳
嗽
を
伴
な
う
こ
と
が
多
い
と

（
一
ハ
）

い
う
こ
と
は
近
代
マ
ラ
リ
ア
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
急
性
言
フ
リ
ァ
の
症
状
が
無
く
な
っ
て
も
そ
れ
で
完
治
す
る
の
で
は
な
く
、
慢

性
マ
ラ
リ
ア
症
と
な
る
患
者
が
多
か
っ
た
。
た
だ
し
す
べ
て
の
慢
性
マ
ラ
リ
ア
症
が
慢
性
咳
嗽
を
呈
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
定
家
の
場
合

は
幼
時
の
既
往
症
等
も
素
因
を
な
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
四
）

石
田
氏
は
定
家
の
多
様
な
心
身
の
不
調
を
一
元
的
に
解
釈
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
、
医
学
者
に
対
し
て
問
題
提
起
し
た
の
だ
が
、
彼
の

心
身
悩
乱
、
憂
麓
症
、
慢
性
咳
嗽
、
関
節
痛
、
神
経
痛
あ
る
い
は
風
病
等
の
症
状
は
マ
ラ
リ
ア
で
説
明
で
き
る
と
思
う
。
マ
ラ
リ
ア
は
全
身
病

（
七
）

で
ど
ん
な
症
状
も
起
き
、
起
き
な
い
の
は
妊
娠
だ
け
だ
と
も
言
わ
れ
る
が
、
定
家
の
症
状
を
強
い
て
す
べ
て
マ
ラ
リ
ア
だ
け
で
解
釈
す
る
必
要

は
な
く
、
他
の
合
併
症
も
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

書
か
な
い
は
ず
は
な
い
。

支
喘
息
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
論
じ
ら
れ
た
。
私
は
石
田
氏
の
意
見
に
も
賛
成
で
き
ず
、
服
部
氏
の
見
解
に
も
疑
問
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

定
家
の
呼
吸
器
の
病
状
経
過
は
服
部
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
肺
結
核
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
、
こ
れ
は
論
じ
る
ま
で
も
な
い
。
そ
れ

で
は
気
管
支
喘
息
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
喘
息
と
い
う
病
気
は
喘
鳴
を
伴
な
う
発
作
的
呼
吸
困
難
が
主
体
で
あ
っ
て
漣
咳
嗽
は

副
次
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
定
家
は
『
明
月
記
』
に
お
い
て
喘
鳴
と
か
呼
吸
困
難
と
か
い
う
こ
と
は
一
度
も
書
い
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
定
家
が
そ
う
い
う
表
現
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
彼
は
元
久
元
年
十
一
月
に
父
俊
成
の
臨
終
の

症
状
を
記
述
し
た
時
に
、
喉
が
鳴
る
こ
と
に
気
を
と
め
て
、
こ
れ
は
喘
気
病
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
冷
た
い
も
の
を
食
べ
て
咳
病
の
故
に
鳴

る
の
だ
ろ
う
か
と
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
喘
気
病
と
咳
病
の
違
い
を
知
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
自
分
に
喘
気
或
は
喘
鳴
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
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始
め
に
九
條
家
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
く
。
そ
の
始
祖
は
兼
実
で
あ
り
、
父
は
藤
原
忠
通
で
あ
っ
た
が
、
九
條
の
地
を
与
え
ら
れ
て
邸

を
構
え
、
以
後
九
條
を
名
乗
っ
た
。
兼
実
は
源
平
の
争
乱
期
に
頼
朝
の
信
頼
を
得
て
、
そ
の
推
薦
に
よ
っ
て
文
治
二
年
に
摂
政
、
藤
原
氏
の
氏

の
長
者
と
な
っ
た
。
一
方
、
定
家
は
藤
原
一
族
で
も
家
格
は
低
か
っ
た
が
、
こ
の
頃
九
條
家
の
家
司
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
世
の
緒
口
を
つ

か
ん
だ
。
そ
れ
故
定
家
は
屡
食
九
條
家
に
出
仕
し
、
九
條
家
の
人
々
の
疾
病
に
つ
い
て
も
『
明
月
記
』
に
記
載
が
多
い
の
で
あ
る
。
九
條
家
の

（
八
）

系
図
を
本
稿
と
関
係
の
あ
る
部
分
だ
け
掲
げ
て
お
く
。

一
、
兼
実

兼
実
の
擢
疾
に
つ
い
て
は

用
文
の
振
り
仮
名
お
よ
び
（

「
嘉
応
二
、
三
、
二
十
四

（
藤
原
）
（
近
衛
）

忠
通
Ｉ
基
実

（
九
條
）

』
岸
醇
ト
ヱ
ニ
）

二
九
條
家
の
人
々
の
瘡
疾

お
こ
り
こ
こ
ち

夜
半
に
及
び
持
病
更
発
す
。
今
日
術
無
し
。
此
の
日
心
神
殊
に
悩
む
。
若
し
く
は
是
発
心
地
の
体
か
。

ｌ
兼
実
ｌ
ゴ
ー
良
通

Ｉ
良
経
Ｉ
道
家
Ｈ
鱸
軍
》

ｌ
良
輔

（
宜
秋
門
院
）

ｌ
任
子

（
九
）

『
明
月
記
』
に
記
載
が
な
い
が
、
兼
実
の
日
記
「
玉
葉
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
の
で
摘
録
し
て
お
く
。
以
下
、
引

）
内
の
注
は
私
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
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お
こ
り
び

余
瘡
病
の
発
日
た
る
の
上
、
又
物
三

こ
れ
も
同
様
で
あ
る
。
漢
方
医
学
黒

違
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

瘡
病

い
た
。

お
こ

瘡
病
発
ら
ず
。
公
舜
法
印
来
た
り
戒
を
授
く
。
」

お
こ

兼
実
は
こ
の
時
二
十
二
歳
だ
が
、
も
う
持
病
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
日
お
き
に
発
っ
て
い
る
の
で
彼
自
身
も
書
い
て
い
る
よ
う
に

病
（
三
日
熱
マ
ラ
リ
ア
）
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
彼
が
こ
の
時
受
戒
し
て
い
る
の
は
病
気
の
治
療
の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
が
有
効
と
思
わ
れ
て

さ
る申

の
刻
又
更
発
の
心
地
か
。
但
し
瘡
病
に
非
ざ
る
か
。

「
寿
永
元
、
八
、
一

余
の
病
悩
例
の
如
し
。
風
病
か
。
温
気
火
の
如
し
。
終
夜
悩
乱
す
。

同
、
八
、
五

同
、
八
、
三

司
、
四
、

－
二
』
一
二
』
声
‐
ノ

う
ま
お
こ
お
は

法
印
公
舜
を
請
ひ
受
戒
す
。
午
の
刻
発
り
了
ん
ぬ
。

お
こ
り
こ
こ
ち

発
心
地
に
依
り
参
仕
せ
ず
。

同
、
三
、
二
十
五

同
、
三
、
二
十
八

同
、
三
、
二
十
六

日
来
風
病
更
発
の
気
有
り
。
昨
日
又
殊
に
倍
増
す
。
今
朝
頗
る
減
有
り
。

の
上
、
又
物
忌
に
当
り
、
此
の
講
中
間
に
退
去
す
。
」

漢
方
医
学
の
理
論
で
は
瘡
の
原
因
は
風
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

風
病
と
言
っ
て
も
瘡
病
と
言
っ
て
も
そ
れ
程

（78） 434



こ
の
他
彼
の
日
記
に
は
脚
病
、
脚
気
に
つ
い
て
の
記
述
が
非
常
に
多
い
。
「
脚
病
堪
へ
難
し
」
「
脚
気
不
快
」
「
脚
気
更
発
に
依
り
練
り
歩
く

能
は
ず
」
「
脚
病
を
扶
け
出
仕
の
間
、
去
る
十
四
日
よ
り
殊
に
増
し
、
更
に
起
居
す
る
能
は
ず
」
等
禽
で
あ
る
。
こ
れ
が
ビ
タ
ミ
ン
且
欠
乏
症

と
し
て
の
脚
気
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
が
あ
る
が
、
漢
方
で
い
う
所
の
風
病
の
範
蠕
に
入
る
脚
気
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
が
瘻

病
と
と
も
に
彼
の
持
病
の
病
像
を
形
成
し
て
い
た
。

房
云
ふ
、
墨

同
、
九
、

三
兼
実
妻

二
良
経

う
ま
ば
か
り

お
こ

午
終
許
（
午
後
一
時
頃
）
御
堂
に
参
ず
。
北
参
所
発
ら
せ
給
は
ず
云
々
・
」

こ
の
場
合
は
あ
ま
り
定
型
的
な
発
熱
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
大
騒
ぎ
す
る
程
病
状
は
重
く
な
か
っ
た
ら
し
い
。
瘡
も
あ
る
程
度
経
過

「
正
治
元
、
七
、
二
十
二

殿
（
良
経
）
此
の
間
御
不
例
。
両
若
君
又
瘡
病
を
煩
は
せ
給
ふ
。
」

こ
の
年
は
瘡
が
大
流
行
し
、
定
家
や
そ
の
家
族
も
皆
侵
さ
れ
た
こ
と
は
前
報
で
述
べ
た
。

「
正
治
二
、
九
、
二
十
七

と
ら
ば
か
り
う
し
ば
か
り

寅
時
許
（
午
前
四
時
頃
）
女
房
の
告
げ
あ
り
、
価
ち
営
み
参
ず
。
北
政
所
（
兼
実
妻
）
俄
か
に
丑
時
許
（
午
前
二
時
頃
）
よ
り
御
悩
。
女

お
は

云
ふ
、
心
地
振
は
せ
給
ふ
、
又
温
気
（
熱
）
御
す
。

お
は

北
政
所
夜
前
今
朝
頗
る
宜
し
く
御
す
。

お
こ

北
政
所
又
重
ね
て
発
ら
せ
給
ふ
。
火
急
の
由
申
さ
る
。
価
ち
驚
き
騒
ぎ
参
上
す
。
但
し
別
の
事
聞
き
出
だ
さ
ず
。

同
、

↑

-1一
、

ﾆニ

同
、
十
、
一

三

十
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、
、
、
、
、

「
や
ょ
ひ
の
末
つ
か
た
、
わ
か
ノ
ノ
、
、
し
き
わ
ら
は
や
み
に
や
、
日
ま
せ
に
お
こ
る
こ
と
こ
た
び
に
な
り
ぬ
・
」

、
、
、
、
、

わ
ら
は
や
ゑ
と
は
瘡
を
平
安
時
代
の
言
葉
で
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
若
い
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
熱
型
が
規
則
的
で
一
日
お
き
に
発
熱

（
一
一
）
ヒ
マ
セ

す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
日
ま
せ
と
い
う
言
葉
は
『
頓
医
抄
」
に
は
間
日
と
書
か
れ
て
い
る
。

い
ざ
よ
い
（
一
○
）

す
る
と
患
者
の
免
疫
機
構
が
働
い
て
熱
型
が
崩
れ
て
来
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
阿
仏
尼
は
『
十
六
夜
日
記
』
の
中
で
次
の
よ
う
な
興
味
あ
る

こ
と
を
書
い
て
い
る
。

五
道
家

四
良
輔

「
正
治
元
、
七
、
二
十
二

殿
（
良
経
）
此
の
間
御
不
例
。
両
若
君
又
瘡
病
を
煩
は
せ
給
ふ
・
」

前
出
。
こ
の
若
君
の
う
ち
一
人
は
道
家
で
あ
ろ
う
。

「
建
仁
二
、

中
将
殿
曾

同
、
四
、
一

羽
林
殿
曾

元
久
元
、
｛

二
位
殿
曾

同
、
六
、
坐

二
位
殿
御
発
心
地
、
今
日
五
度
（
目
）
云
々
・
」

こ
の
良
輔
殿
は
定
型
的
な
発
作
を
く
り
返
す
患
者
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
良
輔
）

十
六

（
良
輔
）
今

六
、
十
四

、
二
、
四

お
こ
り
こ
こ
ち
．

ひ
つ
じ
ば
か
り

お
こ

（
良
輔
）
発
心
地
、
今
日
三
度
（
目
）
、
未
終
許
（
午
後
三
時
頃
）
発
ら
せ
給
ふ
。

御
発
心
地
、
今
日
又
発
ら
せ
給
ふ
云
々
。
覚
実
僧
正
加
持
（
祈
祷
）
。

お
ば
し
ま
す

今
日
発
心
地
奉
度
に
依
り
、
弘
誓
院
に
御
坐
云
々
。
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「
元
久
元
、
三
、
二
十
三

お
こ
り
こ
こ
ち

お
こ

若
君
（
道
家
）
発
心
地
今
日
四
度
（
目
）
云
食
。
御
祈
等
あ
り
と
錐
も
験
無
し
。
発
ら
せ
給
ふ
・
」

こ
の
頃
鎌
倉
時
代
前
期
は
ま
だ
薬
物
療
法
が
あ
ま
り
行
わ
れ
ず
、
治
療
の
主
体
は
祈
祷
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
も
後
期
に
な
れ
ば
梶
原
性
全
が

（
一
一
）

「
頓
医
抄
』
で
詳
細
に
書
い
て
い
る
よ
う
な
薬
物
療
法
が
か
な
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

六
宜
秋
門
院
（
兼
実
娘
）

西
園
寺
家
も
藤
原
一
族
で
あ
り
、
公
経
が
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
。
公
経
は
源
頼
朝
の
妹
婿
一
條
能
保
の
娘
と
婚
姻
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

鎌
倉
幕
府
と
の
つ
な
が
り
を
得
た
。
そ
の
後
、
九
條
道
家
に
嫁
し
た
公
経
の
娘
が
生
ん
だ
頼
経
は
、
三
代
将
軍
源
実
朝
が
殺
さ
れ
た
後
四
代
将

軍
と
し
て
鎌
倉
に
迎
え
ら
れ
た
。
西
園
寺
家
も
九
條
家
と
同
じ
く
、
鎌
倉
幕
府
の
後
楯
に
よ
っ
て
京
都
で
も
羽
振
り
を
き
か
せ
た
の
で
あ
る
。

定
家
は
こ
の
西
園
寺
家
の
女
子
と
結
婚
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
心
両
面
で
多
く
の
利
益
を
得
た
。
お
そ
ら
く
恋
愛
結
婚
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
石

「
同
、
八
、
十
七

ひ
つ
じ

お
こ
お
は

さ
る

宜
秋
門
院
に
参
ず
。
師
朝
よ
り
伺
候
云
為
。
暫
く
談
話
し
退
出
す
。
一
昨
日
末
時
（
午
後
二
時
）
発
り
御
す
。
己
に
申
の
刻
（
午
後
四
時
）

げ
ん
ざ

に
及
ぶ
。
女
房
に
謁
す
。
人
を
頻
り
に
時
下
り
た
る
由
申
す
。
験
者
阿
闇
梨
退
出
す
。
」

日
本
の
土
着
の
瘡
は
三
日
熱
マ
ラ
リ
ア
だ
っ
た
の
で
、
隔
日
に
大
体
同
じ
時
刻
に
発
熱
す
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
そ
れ
故
そ
の
時
刻
が
過
ぎ

げ
ん
ざ

て
も
発
熱
し
な
い
と
、
今
日
は
も
う
大
丈
夫
だ
と
人
々
が
話
し
合
い
、
験
者
も
退
出
し
た
の
で
あ
る
。

六
宜
秋
門
院
（

「
建
保
元
、
八
、

宜
秋
門
院
又
御
瘡
痕
霊
。
今
日
参
ぜ
ん
と
欲
す
る
の
間
、
当
番
の
上
事
毎
に
連
ふ
に
依
り
遠
路
堪
へ
難
く
、
黙
止
せ
り
。
」

一
日
お
き
に
発
熱
す
る
の
だ
か
ら
、
毎
回
見
舞
に
行
く
の
も
大
変
な
の
で
、
今
日
は
黙
っ
て
い
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

三
西
園
寺
家
の
人
々
の
瘡
疾

八
、
十
七

今
・
一

斗
ｌ
〒
刀
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（
一
ハ
）

二
種
の
マ
ラ
リ
ア
原
虫
に
同
時
に
侵
さ
れ
る
と
三
日
熱
で
も
毎
日
発
熱
す
る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
実
宗
の
毎
日
の
発
熱
が
そ

れ
に
当
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。

掲
げ
て
お
く
。

公
通
’
一

〈

ｌ
‐
戸 （
四
）
（
四
、
八
）

田
氏
は
述
べ
て
い
る
。
そ
の
際
、
定
家
の
和
歌
が
大
‘
い
に
も
の
を
言
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
西
園
寺
家
の
系
図
も
要
点
？
季

ま
す
。
」

二
西
尼
上

一
圭
エ
ー
ホ

同
、
二
、
二
十
六

西
発
心
地
、
幸
縁

「
建
暦
二
、
二
、
十
四

お
こ
り
こ
こ
ち

西
尼
上
発
心
地
悩
ま
る
。
一
昨
日
其
の
気
有
り
。

西
発
心
地
重
ね
て
発
ら
る
。

同
、
二
、
二
十

「
建
久
七
、
六
、
二
十
三

み
ば
か
り

ま
た
お
は

お
こ

お
は

巳
時
許
（
午
前
十
時
頃
）
一
條
殿
に
参
ず
。
御
不
例
朝
の
間
還
御
す
。
昼
の
後
毎
日
発
ら
し
め
給
ふ
。
但
し
朝
の
間
と
錐
も
猶
温
気
御
し

｜
西万監

薩
実
宗
Ｉ幸

縁
律
師
護
身
、
形
の
如
く
発
ら
る
。
価
ち
中
将
（
実
氏
）
牛
を
引
か
る
云
々
・
」

ｌ
公
経
ｉ
実
氏
ｉ
公
相

霊
葬
妻
）
ｌ
女
子

（
後
嵯
峨
中
宮
）

（
定
家
妻
）

ｌ
女
子
ｌ
女
子

（
後
深
草
中
宮
）

ｌ
女
子
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定
家
は
妻
の
養
母
を
し
ば
ら
く
彼
の
嵯
峨
の
山
荘
に
引
き
取
っ
て
面
倒
を
見
た
の
で
あ
る
。
西
尼
上
は
こ
の
後
健
康
を
取
り
戻
し
、
こ
れ
よ

り
十
四
年
後
に
八
十
八
歳
の
高
齢
で
亡
く
な
っ
た
。

「
同
、
八
、
十

た
つ
ば
か
り

辰
時
許
（
午
前
八
時
頃
）
嵯

事
無
し
。
猶
念
仏
退
転
せ
ず
。
」

九
條
（
西
尼
上
）
発
心
地
重
ね
て
発
る
。
衰
損
の
身
太
だ
危
急
。
」

一
般
的
に
三
日
熱
マ
ラ
リ
ア
は
あ
ま
り
死
亡
率
が
高
く
な
い
が
、
老
衰
な
ど
が
重
な
っ
て
い
れ
ば
危
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

三
公
経

「
同
、

祈
祷
し
て
く
れ
た
律
師
に
引
出
物
と
し
て
牛
を
贈
っ
た
の
で
あ
る
。

同
、
七
、
二
十
一

‐
同
、
七
、
二
十

尼
上
又
所
悩
太
だ
重
し
。

「
同
、
七
、
二
十
二

さ
る
ば
か
り

申
時
許
九
條
に
向
か
ふ
。

女
房
（
定
家
妻
）
九
條
に
行
く
。
発
日
に
依
っ
て
也
。
乗
燭
の
程
（
灯
と
も
し
頃
）
帰
る
。
今
日
軌
か
宜
し
く
発
る
云
左
・
」

西
尼
上
は
定
家
の
妻
の
養
母
だ
っ
た
か
ら
、
彼
女
は
実
家
の
あ
っ
た
西
九
條
へ
屡
々
見
舞
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。

同
、
七
、
二
十
五

「
寛
喜
三
、
七
、
十
八

大
相
（
公
経
）
一
昨
日
よ
り
瘡
病
云
を

十

一
一
士
’
一
一

お
こ
り
こ
こ
ち

発
心
地
の
如
し
。

お
こ
り

今
日
発
日
に
非
ず
。

嵯
峨
に
向
か
ふ
。

ば
か
り
お
こ
り
け

又
言
談
尋
常
例
の
人
に
異
な
ら
ず
。
一
時
許
後
発
気
有
り
。
心
神
不
快
云
々
、
但
し
殊
な
る
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「
嘉
禄
元
、
四
、
四

夜
に
入
り
相
国
（
公
経
）
亭
に
参
ず
。
姫
君
耀
病
猶
其
の
気
有
り
云
々
・
」

姫
君
と
い
う
の
は
公
経
の
息
子
実
氏
の
娘
と
思
わ
れ
る
。
実
氏
の
娘
の
一
人
は
後
に
後
嵯
峨
の
中
宮
と
な
り
、
他
の
一
人
は
後
深
草
の
中
宮

と
な
っ
た
。
深
窓
の
姫
君
と
言
え
ど
も
蚊
の
刺
整
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
あ
ろ
う
。

お
こ

北
政
所
例
の
御
邪
気
発
ら
せ
給
ふ
。
此
の
御
持
病
更
発
の
時
惣
て
只
偶
然
、
是
非
分
別
無
き
の
間
、
秀
ら
穏
か
な
ら
ず
。
」

例
の
御
邪
気
と
言
っ
て
い
る
が
や
は
り
瘡
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
の
発
作
の
時
、
意
識
昏
迷
状
態
と
な
る
特
徴
が
よ
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

五
西
園
寺
家
姫
君

興
心
房
消
息
（
手
紙
）

ひ
つ
じ
ば
か
り

昨
日
未
時
許
北
政
所
（
道
家
妻
）
俄
か
に
悩
ま
せ
給
ふ
。
価
ち
召
さ
れ
、
近
辺
の
小
屋
に
居
り
在
り
、
頻
り
に
参
上
云
々
・

び
ん

例
の
御
邪
気
か
。
更
に
緩
怠
（
軽
快
）
す
べ
か
ら
ず
。
太
だ
不
便
の
事
か
。
」

興
心
房
と
い
う
僧
医
が
定
家
の
所
へ
寄
越
し
た
手
紙
の
内
容
を
書
き
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

四
九
條
道
家
妻
（
公
経
娘
）

「
同
、
九
、
二
十
六

「
寛
喜
元
、
九
、
十
七

お
こ
り
こ
こ
ち

相
門
（
公
経
）
発
心
地
の
疑
只
事
に
非
ず
。
耳
腫
れ
給
ふ
の
故
、
小
温
気
減
に
付
く
（
熱
が
下
っ
た
）
云
々
・
」

（
一
ハ
）

耳
が
腫
れ
た
と
い
う
の
は
マ
ラ
リ
ア
発
作
の
際
、
口
唇
、
顔
面
、
耳
朶
等
に
ヘ
ル
。
ヘ
ス
が
出
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め

同
、
七
、
二
十
一
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も
い
て
、
｜ザ

い
て
い
る
。

前
報
お
よ
び
本
稿
で
述
べ
た
通
り
こ
の
頃
は
瘡
病
が
非
常
に
蔓
延
し
て
い
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
子
供
の
時
に
初
感
染
し
た
と
思
わ
れ

、
、
、

る
。
そ
れ
故
に
わ
ら
は
や
み
と
い
う
言
葉
も
で
き
た
の
だ
ろ
う
と
私
は
思
う
の
だ
が
、
こ
れ
は
は
し
か
の
よ
う
に
一
度
罹
っ
た
ら
二
度
罹
ら
な

、
、
、
、
、

い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
免
疫
は
不
完
全
だ
か
ら
何
度
で
も
罹
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
個
人
差
は
あ
る
。
稀
に
は
成
人
し
て
か
ら
初
感
染
す
る
人

も
い
て
、
そ
の
場
合
は
経
過
が
長
引
く
と
思
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
定
家
は
宣
陽
門
院
が
三
十
歳
で
初
発
し
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書

「
建
保
元
、
八
、
五

お
こ
‐
り
こ
こ
ち

お
こ

宣
陽
門
院
に
参
ず
。
御
不
例
の
由
を
聞
く
に
依
っ
て
な
り
。
女
房
相
逢
ふ
。
去
月
廿
五
日
よ
り
御
発
心
地
。
昨
日
は
重
ね
て
発
ら
せ
給
ふ

云
を
。
事
の
体
定
め
て
長
引
か
せ
給
ふ
か
。
初
め
て
の
御
悩
云
々
・
貴
賤
長
年
の
後
初
め
て
発
心
地
、
更
に
詮
方
無
き
故
か
。
」

『
明
日
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
多
く
の
例
を
見
る
と
、
一
日
お
き
に
発
熱
し
て
大
体
十
日
以
内
で
解
熱
す
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
そ
れ
以
上

だ
と
長
い
方
で
あ
る
。
そ
の
後
い
つ
か
又
定
型
的
あ
る
い
は
非
定
型
的
な
形
で
再
燃
を
く
り
返
す
の
が
普
通
で
あ
る
。

初
発
あ
る
い
は
再
発
を
問
わ
ず
定
型
的
な
耀
の
症
状
が
現
れ
る
の
は
、
本
稿
で
あ
げ
た
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
春
夏
秋
で
あ
る
。
（
旧
暦
で

あ
る
こ
と
に
注
意
）
し
か
し
稀
に
は
次
の
よ
う
に
真
冬
に
現
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
定
家
も
驚
い
て
書
い
て
い
る
。

「
寛
喜
元
、
十
一
、
二
十
九

お
こ
り
こ
こ
ち

こ
ろ

修
明
門
院
御
発
心
地
重
ね
て
悩
ま
せ
給
ふ
。
極
寒
の
比
尋
常
の
事
に
非
ざ
る
」

暑
い
時
に
瘡
が
多
い
こ
と
は
誰
で
も
わ
か
る
が
、
中
に
は
夏
の
溜
り
水
が
怪
し
、

か
し
さ
す
が
に
蚊
が
怪
し
い
と
言
っ
た
人
の
記
録
は
な
い
。
定
家
の
従
者
の
賢
寂
唾

た
が
、
年
来
の
経
験
に
よ
る
と
こ
の
ま
わ
り
は
水
が
多
く
て
痘
の
難
が
あ
る
か
ら
、

四
そ
の
他

二
十
九

こ
ろ

極
寒
の
比
尋
常
の
事
に
非
ざ
る
か
。
驚
く
べ
し
。
」

、
中
に
は
夏
の
溜
り
水
が
怪
し
い
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
る
慧
眼
の
人
も
い
た
。
し

は
な
い
。
定
家
の
従
者
の
賢
寂
は
定
家
の
嵯
峨
の
別
荘
の
近
く
に
自
分
も
草
房
を
持
っ
て
い

が
多
く
て
瘡
の
難
が
あ
る
か
ら
、
夏
の
間
は
京
の
本
宅
に
戻
り
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
手
紙
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前
報
お
よ
び
本
稿
に
よ
り
『
明
月
記
』
の
中
で
の
瘻
疾
の
主
な
記
述
は
紹
介
し
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
お
け
る
瘡
疾
（
マ
ラ
リ
ア
）
の
実
態
を

ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
マ
ラ
リ
ア
の
最
終
診
断
は
マ
ラ
リ
ア
原
虫
の
確
認
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
言
う
も
の

（
一
一
一
）

の
、
過
去
の
わ
が
国
に
お
い
て
マ
ラ
リ
ア
が
相
当
浸
淫
し
て
い
た
こ
と
は
動
か
し
難
い
事
実
で
あ
る
。
富
士
川
の
『
日
本
疾
病
史
』
も
山
崎
の

（
一
一
二
）

『
日
本
疫
史
及
防
疫
史
』
も
主
と
し
て
急
性
伝
染
病
に
つ
い
て
述
べ
て
い
て
、
マ
ラ
リ
ア
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
本
論
文
に
よ
り
わ
が
国
の

疾
病
史
の
中
で
の
マ
ラ
リ
ア
の
重
要
性
に
つ
い
て
い
く
ら
か
で
も
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

此
の
草
房
閑
寂
と
誰
も
、
南
に
小
河
あ
り
、
敗
潟
（
破
れ
た
土
手
）
鳴
動
す
る
が
如
し
。
流
水
西
の
垣
よ
り
入
り
、
渥
援
北
の
方
よ
り
出

で
、
偏
へ
に
船
筏
の
水
に
浮
ぶ
が
如
し
。
春
秋
の
士
薄
く
水
浅
し
。
其
の
悪
し
き
観
易
し
。
年
来
見
る
所
、
夏
水
の
居
る
地
多
く
病
病
の
難

有
り
。
価
て
京
に
出
づ
る
の
志
有
る
由
告
げ
送
り
了
ん
ぬ
・
」

（
一
一
）

こ
こ
で
漉
と
い
う
字
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
瘡
の
異
体
字
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
頓
医
抄
』
写
本
に
は
瘡
の
他
に
痕
の
字
も
使

ギ
ャ
シ
ッ
ギ
ヤ
ヘ
イ

わ
れ
て
お
り
、
漉
疾
、
痕
病
な
ど
振
り
仮
名
も
つ
い
て
い
る
。
『
明
月
記
』
で
は
こ
こ
以
外
は
す
べ
て
瘡
の
字
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら

く
手
紙
に
病
の
字
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
、
定
家
が
そ
の
ま
ま
そ
れ
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
手
紙
の
主
の
賢
寂
の
慧

眼
と
こ
の
頃
の
人
が
い
か
に
瘻
病
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
事
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

を
定
家
に
寄
越
し
て
い
る
。

文
献

（
一
）
一

（
二
）
八

終

h
／

に

「
嘉
禎
元
、
五
、
四

今鼠
川月
文言。
雄と

国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
五
年
。

『
訓
読
明
月
記
』
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
六
十
年
。
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、
目
①
房
四
国
戸
邑
葺
ミ
画
吊
画
坤
〃
の
ロ
ロ
の
冒
建
昌
乏
吋
○
討
当
目
｝
〕
尉
旦
国
烏
望
侯
豈
自
①
酔
い
①
扇
屋
置
塑
》
○
閉
面
尉
ら
ぽ
周
○
口
】
ｃ
ｏ
ｏ
屋
、
｝
〕
〉
二
『
ず
』
、
一
声
］
画
黒
の
」
｝
〕
肘

Ｇ

①
冒
胃
①
匡
可
．
国
①
ぐ
ぢ
届
吻
画
匡
昏
○
凰
岸
〕
囚
ぐ
③
閉
日
ザ
①
α
｝
〕
尉
○
言
・
○
旨
ｏ
８
’
侭
彦
８
言
○
目
。
匡
四
］
四
胃
｝
日
〕
秒
．
困
○
芝
①
ぐ
⑦
局
岸
〕
①
○
の
ぃ
９
号
＆

■

○
口
］
宮
四
Ｃ
Ｏ
巨
函
岸
〕
画
目
・
口
昼
昌
○
毎
吋
①
浄
吋
８
日
〕
琶
芝
彦
の
①
園
冒
、
○
時
旦
湧
も
目
の
四
．
目
・
旨
唱
］
○
い
⑦
口
目
の
涛
四
凰
四
。
｝
胃
○
冒
ｏ
目
巴
閏
旨

■

で
四
言
①
貝
冒
四
さ
冒
昌
閂
尉
も
○
貝
日
己
芝
○
自
国
閉
９
号
①
匡
唖
の
言
．
○
目
ｏ
８
屋
頤
岸
］
８
，
言
○
目
ｏ
自
己
胃
旨
》
旨
芝
匡
呂
言
○
国
ら
巨
房

■

■

■

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
七
）

（
〈
）

（
九
）

（
一
つ
）

（
一
一
）

（
一
二
）

（
一
三
）

中
村
昭
弓
明
月
記
』
に
お
け
る
瘻
疾
の
検
討
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
三
一
巻
二
号
、
昭
和
六
十
二
年
。

石
田
吉
貞
『
藤
原
定
家
の
研
究
』
文
雅
堂
、
昭
和
三
十
二
年
。

服
部
敏
良
『
鎌
倉
時
代
医
学
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
七
年
。

宮
川
米
次
監
修
『
新
撰
熱
帯
病
学
』
南
山
堂
、
昭
和
二
十
年
。

猪
木
正
三
「
マ
ラ
リ
ア
」
『
内
科
学
書
』
第
一
巻
、
中
山
書
店
、
昭
和
五
十
七
年
。

村
山
修
一
『
藤
原
定
家
』
関
書
院
、
昭
和
三
十
一
年
。

九
條
兼
実
『
玉
葉
』
文
献
（
五
）
よ
り
引
用
。

阿
仏
尼
『
十
六
夜
日
記
』
学
燈
社
、
昭
和
三
十
八
年
。

梶
原
性
全
『
頓
医
抄
』
科
学
書
院
、
昭
和
六
十
一
年
。

富
士
川
勝
『
日
本
疾
病
史
』
平
凡
社
、
昭
和
四
十
四
年
。

山
崎
佐
『
日
本
疫
史
及
防
疫
史
』
克
誠
堂
書
店
、
昭
和
六
年
。

一
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
一

一
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
一

シ
の
目
旦
昌
９
日
巴
胃
菌
旨
景
冨
①
侭
の
扇
巨
嵐
》
〉

ｌ
２
ｇ
庁
日
ｇ
国
ご
扁
冒
風
Ｉ

す
ぐ
シ
罫
国
ｚ
シ
困
少
昌
口
閃
診
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issaidtoappearusually.

TheKUjqfamily,whichTeikadescribedingreatdetail,alsohadmanymalariapatients.Yoshisuke
KanezaneandKanezane'sdaughtersuffbredfi､omtypicaltertianfbverandKanezane'swifbshowedan

●

atypicalfbbrilepattern.AIso,theSaionjifamily,fromwhichTeika'swifbcame,hadseveralmalaria
Eati2nts3$Well,､accordipgto@Meigetsuki,''namelythomother-in-lawofTcika':wifb,Kintsune,"nd
thelatter'sdaughterandgranddaughters,.

IsurmisethatthemajorityofthepopulationsuffbredfrommalariainmedievalJapan・Furthermore,
manypersonscontractedmalariafbrthefirsttimeatayoungage・Thus,Ibelievethat(Gwarawa-Vami■

(children'sdisease)"was,infact,malariaintheoldJapaneselanguage.
‘
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